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通 信 ネ ッ ト ワ ー クの本体 は文 書 フ ァイ ル を単 位 とす る巨 大 な デ ー タベ ース
と考 え る こ と が で き る。 た とえ ば ワ ープ ロ で 書 か れ た 文 書 を 一 つ のフ ァイル
と考 え よ う。 これ が大量 に保 管 さ れ て い る。 そ の と き関 連 のあ る文 書 は共 通
の見 出 し を つ け て 管理 され る。 さ ら に小 さ な分 類 か ら大 きな 分 類 へ と階 層 的
に 管 理 され てい る。最 も上 位 に あ る見 出し 力り イ ソ ・ メ ニ ュ ーで あ る。 従 っ
て こ こ か ら階 層 構 造 を下 位 に 向 か っ て辿 っ て行 く こ とに よっ て 希 望 の種 類 の,1
で1・ ㎜
文 書 に 到 達 す る。多 くの ネ ッ ト ワ ー クは こ の よ うな階 層 的 な デ ータ ベ ースと















には何万人 とい う利用者が存在す る4）が， 特 にあ る一定 の ダン
パ ・だけが他の利 用者 には知 られた くない情報交 換を行いた い とき，ネット
ワ ーク会社に申請す ることに よっ てCUG （CLOSEDUSERSGROUP ）を
形 成す ることができ る。CUG は限られた利用者だけし か利用す ることが で
きない （デ ータベ ース の中 の）特殊領域 のことであ る。 普通 は特別 料金を支
払 うことになる。 学術研 究では特許権や著作権な どの問 題か お り，特 に一般
ネ ットワーク利用者に無闇 に侵入されたくないときはCUG を形成す ること
を推 薦する。CUG の代表者が管理者 とな りどのメンバ ーが侵入す ること が
で きるかを調整 することができる。 また,CUG にはCUG 識別番号とパス
ワードが与え られ てお り， これを知 らない者 は侵入す ることがで きな くなっ
ている。
この研究会 ではCUG のなかで2 つ の機能を利用してい る。 ひ とつは電子
メ ール機能 であ り， もうひとつ は電子掲示板 （BBS:BulletinBoardSys-tern


















情報伝達 がネ ット ワークを利 用す ることに よって十分に機能するとい うわけ





































ここではS 研究会 におけ る最初 の1 年 間 の電子掲示板 の利用度を数値的に
把 握す る。表1 は電子掲示板 に寄 せられた タッ屯 二ジ( 以下 では単 に文 書ど
呼 ぶ) に関す る全記録である。ただし 著作権やプ ラ イバシ ーの関係上，文 書
のタイ トル と内容お よび文書が投稿 された 日付や正確な時間 は掲げ ていない。
左から順にデ ータ項目の説 明を行 う。左 端 のNO. は文書番号であ る。絶
対 番号であ るので，古い ものから順 に番号がつけ られてい る。次はメンバ ー
のID 番号である。 メンバーは電話回線 を利 用し てネ ットワークに接続する
ときID 番号とパ スワードを入力す る必要があ る。これ は本人 の身元を確認
す るために必要な ものであ る。ただし ここでは，各人を区別できればよいの
で架空 のものを掲載している。month はそ の文 書が投 稿された月を表 し て
い る。つぎ のtime はそ の文書が投稿 された時間を表わしてい る。区分は，
朝(5 －11 時) ，昼(正午－16 時), 夕(17 －20 時) ，夜(21 － 翌 日2 時) とした。
最後 のline はそ の文書 の行数を表示し てい る。一行 は日本語で40文字であ
るが，改 行だけ の空白行 も1 行とし て数 えて い る。した がって一行 おきに実
質20 行 の文 書を書いた場 合も40行とし て数えてい る。長文に渡 る文 書(100 行
以上) は段落毎に空白 行を挿入してい る程度 であ ることを確認し てい る。一
方短文 の場合には，空白 行が多い文 書 もあ り不正確 であ る可能性が高い。し
かしながら， ここでは正確な行数 にこだわらず大 まかな 傾向を分析すれば良
い と考え る。
表2 か ら表5 まではこの表1 の数値 を分か りやす く集 計した もので あ る。
以下ではこれらの表に もとづ き分析を行 う。
[文書数] 一
表1 に よれば文書数は，事務連絡 コ ーナT に58件，研 究コ ―ナーに36件で
あ る。件 数だけを比較すると事 務連絡 コ ーナ ーに多 くの文書が寄せられてい
るが，表4 によるノと，事務連絡 コーナ ーの文書 の行数 は40行(1 行は40字)
以内 のものが多数 であ る。一方研究 コ ーナ ーの文 書は100 行を越え るものが
多い(15 件) 。 もちろ ん 研究に関す る文 書が長 くな るのは うなづけ ることへで
あ る。一方事 務連絡 コーナ ーでは研究 とい二う改 まJつた気 持ちではな く，事務
連絡だけ でなくおしゃべ りあ るい は独 り言 に類 す る文 書 もあ る(次節参照)。
そ れゆえ心理的に投稿しやすく文 書数琳多い のであろ う。
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表i 学術研究会事例における投稿文に関する原データ
研 究 コ ー ナ ー 事務連絡 コーナー
No.ID.monthtimeline No.ID.monthtimeline


































































































































































会 員 名 ANHPKHppUPWP 計
研 究 コ ー ナ ー



























時 間 帯 朝5-11 昼12-16 夕17-20 夜21-2 計


















［ 月 別 投 稿 数 ］ ＝－
表3 に よ り ，1,2 月 の 正 月 休 み と8,9 月 の 夏 休 み の 時 期 に は 極 端 に 少
な い こ と が 分 か る 。 こ れ は 研 究 者 が こ の 時 期 に 集 中 し て 研 究 す る こ と と 関 係
す る と 思 わ れ る 。 ま た 自 宅 に 通 信 機 器 を 持 だ な い メ ン バ ー （ 彼 ら は 職 場 の 通
・ ・ 。・・J●¶・・・ ・・ ・ ・ ・=・・" ・ ・・
信 機 器 を 利 用 し て い る ） も い る か ら で あ る 。 平 均 す る と 毎 日 メ
ッ セ ー ジ を 投
稿 す る ほ ど で は な い こ と が わ か る 。 す な わ ち た と え 毎 日 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用
■ ■I-- ・・-・ ・・I-・r ・ ・II ・ ・
し て も こ のCUG に 新 し い 文 書 が 投 稿 さ れ て い る わ け で は な い こ と を 意 味 す
る 。 こ の よ う な 時 ， 大 規 模 ネ ッ ト ワ ー ク に は 研 究 会 の た め のCUG だ け で な
・ ・■ ■■ ㎜rJ
く 商 用 デ ー タ の 提 供 や 解 放 的 な グ ル ー プ も 存 在 す る の で 自 分 の 気 に 入 っ た 種
類 の グ ル7 プ の メ ッ セ ― ジ を 読 む 場 合 も 考 え ら れ る 。
‥
し か し な が らS 研 究 会




表4 に よれば，研究に関す る文 書 は40行以上，事務連絡に関す る文 書は40
行以内であ ることが多い。 ネ ット ワーク会社との契 約に もとづ き，半年前 か
ら一つの文 書は200 行以内 に収 まる ように義務づけ られてい るので，長文 に
渡 るものは2 つ の文 書に分割し なければな らない。文書番号3 と4 は一 つ の
内容であ り文書番号30 と31 も一 つ の内容であ る。 これ以 外には2 つ以上 にま
たがる文書は存 在しない。前 者は作者が自分の意志にもとづ き2 つ に分割し
た ものであろ うと思われ る。 また後 者は制約 にもとづ く分割 であ ることは明









































































私論・試 論 である。 もうひとつは自分 の所属す る学会や研究会に参加した と
き の報告 であ り，他人 の見解を述べ た ものであ る。
私論 ・試論 ・個人見解・反論18 件
研究会 ・学会参加報告・書評13 件
そ の他5 件
しかしなが ら外見的にはそ うであって 乱 厳格に2 つを区別するこ とは困
難 である。なぜなら他人 の見解であって 乱 それに本人が同意を示してい る
場 合には本人 の支持す る意見 であ るととには変わ りがないからであ る。また
同意できない 他人 の見解を掲載す るときに は必ず本人 の反論が付記されてい
るからであ る。した がって，他人や 本人 の見 解は割合 の問題であると考え ら
れ る。
表6 は研究 コ ーナ ーの文書をテ ーマ別 に分類した ものであ る。項目は左端
か ら順 に文 書番号，ID 番号， 内容分類 となっ てい る。 全部 で5 つ のテ ーマ
に分かれた。 テ ーマ2,5 および テ ーマ3 はそ れぞれID 番 号WR とAN
の人物が集中的に投稿し てい る。 テ ーマ1 と4 は 複数 のダンパ ―が投稿し て
い る。
テーマ1 ，2,5 は研究会・学会参加報告 と試論 ・見 解が混在し てい る。
し かし，それ らの文 書が互いにゆるい 関連を持ってい るにすぎず，文 書問の
関連性は強い とは言えない。 他方 テ ーマ3,4 は文書 間の関連性は強い・ご た
だし文書 間の関連性が強い とはJ 方 の文 書が他方 の文 書を直接引用した り，
反 論を加えた り，賛同を示し た りし て知 識 の補強・発展性が見 られ ることを
さす。テ ーマ3 におけ る試論 はシ!1 ーズ物 であ り同一人 物AN が一貫し て
主 張を続け てい るので文 書間の関連性が高い のは当然 であろ う。テ ーマ4 で
はテ ーマ3 の立場にもとづき新しい テ ーマに挑戦し ようと呼びかけた ところ
から始まる。それに対し て質問や反 論が投稿 され てしヽ る。ここにおい て初め













































以下では，前節 までの分析を もとに，それぞれの局面 に応じた電子掲示 板































[ 論 文 発表と 学 術報告]
論 文 交 換 と は 既 に 雑 誌 な ど に 発 表 さ れ た あ る い は 近 々 発 表 さ れ る で あ ろ う
論 文 を 交 換 す る こ と で あ る 。 パ ソ コ ン 通 信 で は ワ ー プ ロ を 利 用 し て 作 成 し た
文 書 を 送 る こ と が 出 来 る が ， 論 文 な ど の 比 較 的 に 長 い 文 章 や 図 表 の 組 み 合 わ
さ っ た 文 章 は 現 在 の 段 階 で は 困 難 で あ る7)。 事 例 に お い て は200 行 を 越 え る
文 書 は2 件 の み で あ っ た べ第3 節) 。 そ れ は, ワ ー プ ロ の 互 換 性 が 取 れ な い も
の が あ る。 ② 長 文 を 送 る の に は 比 較 的 に 時 間 が か か り， モ の 結 果 電 話 回 線 の
雑 音 に よ る 誤 字 や 脱 字 の 発 生 確 率 が 高 く な る 。 ③ 図 表 を 送 る こ と は 可 能 で あ
っ て も 操 作 手 順 が 複 雑 で あ る。 と い っ た 理 由 か ら で あ ろ う。 研 究 報 告 に 関 し
て も論 文 交 換 と 同 様 に 長 文 に 渡 る た め ， 報 告 全 文 を パ ソ コ ン 通 信 を 利 用 し て
送 る こ と は 可 能 で あ る が 困 難 で あ る 。 従 っ てFAX や 郵 送 な ど に 頼 る こ と に
な る 。 ・I 。 ・ ・S
研 究 会 で は 試 論 ・ 私 論 ・ 個 人 見 解 は22 件 で あ っ た が ， そ れ ら は 完 全 な る
論 文 で は な い 。 む し ろ 論 文 完 成 の 以 前 の 段 階 で 意 見 の 発 表 を 行 な い コ タ ソ ト
を 求 め る も の で あ る。 意 見 ・反 論 の 双 方 向 通 信 の 利 点 を 生 か し て ， 参 加 者 が
研 究 上 の 刺 激 を 求 め る 。 こ こ に 研 究 会 の存 立 基 盤 か お る の で は な い だ ろ う か ，
し た が っ て ， ネ ッ ト ワ- ク利 用 の 意 義 を 真 に 把 握 す る た め に は ， こ の よう な
研 究 上 の 刺 激 ， す な わ ち 意 欲 の 発 生 お よび 創 造 過 程 と い っ た 心 理 学 的 な 分 析
が 付 加 さ れ る 必 要 が あ ろ う。
と こ ろ でS 研 究 会 で は発 表 さ れ た 見 解 に対 し て 反 論 が あ っ た の は ， わ ず か
に2 件 だ け で あ り， し か も質 間 ・ 反 論 の 連 鎖 は5 テ ー マ の う ち わ ず か に1 テ
―マ だ け で あ る 。 こ の こ と は 重 要 で あ ろ う。 イ固人 的 な 意 見 を 述 べ る の に は 正
確 な 専 問 用 語 や 定 義 が 必 要 で あ る が 自 分 の 専 門 領 域 で あ る こ と に は 変 わ り な
く， 思 考 に 即 し て 文 書 を 正 確 に 作 成 す る こ と が で き る。 そ の こ と か ら 意 見 を
述 べ る に は 文 書 が 適 し て い る と 考 え ら れ る。 一 方 ， 学 術 的 な 反 論 を 行 な う に
通信ネットワ クーを利用した学術研究37
は，相手 の立場今立㈲す る背景理論 を詳し く知 った上でなされなけ ればな ら
ない。そこ に大きな心理的な抵抗 かおるのではないだろ うか。 また他人 の誤
りは，それを正そ うとす るよりも無視す るほ うが楽であ る。そ の他 にも理由
が考えられ るが，本稿では理由 の調査 は行 っていない。
では， どのようにし てこの矛盾 を彼ら は解決してい るのであろ うか。そ れ
は毎月1 回お こな う定例 ミーテ ィン グの時 に「直接話す」 とい うのではない
かと考えられ る。 メン バ ーが個人的 に話 をすることの方 が，電子掲示板 に反
論 を書くこ とより楽であろ うこ とは容易 に想像 できる。 しかしなが ら，こ の






















































多いことが特徴 であろ う。文書 のサイズは200 行を越え るものは少ない。
第4 節では電子掲示板 に残された文 書の内容を分類し た。文 書内容を分類
す ることは主 観 に関 わるものであ るから，必然的に分類 があい まいにな るこ
とは避けられない。 ここでは「どのような種類 の文 書が投稿 されてい るか」
とい うことを大 まかに把握する立場で分類し た。 そ の結果 ，研 究コ ーナ ーに
おいては試論 ・見解 のほか学会 ・研究会参加報告 も見 られ ることが判 明した。
一方事務連絡 コ ーナ ーでは多様な種類 の投稿文 書がみられた。 また研究 コー
ナ ーにおいては5 テ ーマの うち1 つ のテーマにおい て提 案 ・質間 ・反論 の連
鎖が見られた。電 子掲示板 の利用にはテーマ選定 が重要 であ ることが示 唆さ
れ る。他のテ ーマでは個人的な主張あ るいは散発的 で関連性 の薄い文書が多
く投稿 され てい ることが確認された。
第5 節で は前節 の分類を もとにし て電子掲示板 の利用可 能性 の検討 と事例
におけ る利用実態を比較検討し た。ここでは「学術研究会 に所 属す る一人 の
メンバ ―が研究を進め てゆ く過程においてどのように電子 掲示 板を利用する
ことが出来 るだろ うか」 とい う立場で考察を行った。そ の結果 ，研究 コーナ
ーにおいて個人 見解や学会報告お よび情報提供など の文 書 が情報収集め面か
ら有効であろ うことが予想され る。また意見交 換に関し ては， 個人的な見解
に対する批判 は電 子掲示 板に記録 とし て残されに くいこ とが予 想され る。し
たがって定例 ミーテ ィン グにおいて直接対話す ることで意見交換 がなされ る
のではないだろ うか。 あくまでも人間中心 のコ ミュニケーションが基本であ
り，電子掲示板 はこれを補完す る役割を負ってい ると予 想され る。


























） 郵政省監修『ニューメデ ィア白書』 日本経済新聞社（昭和59年7 月）p.169 に
よれば,VAN （付加価値通信網:ValueAddedNetwork ）とは，公衆電気通信
事業者か ら賃借した通信回線に自営のコンピュータを介在させて， メールホッ ク
スサービスやプロト コル変換，フ ォーマット変換等の付加価値通信サービスを提
供するネット ワークをい う。通常 は，複数 の同業あるいは異業種企業を結び付け
データ通信を仲介するものであ る。N 社はC ＆C-VAN とい う商用 ネットワー
クをすでに構築している。事例のPC-VAN はそのネット ワークの一部を利用し









）PC-VAN では昭和61年8 月末 の段階で2 万5 千人の会員が存在したレ 西原義
之，中野和彦「大規模パ ソコン通信：PC-VAN 」 オフィス・オートメーション，Vol.7,No.4
（昭和61年）p.80 ． また昭和62 年10 月末には3 万人を越えてい
る。西原義之「PC-VAN の現状と将来JCOMPUTERREPORT （:1988年1 月
通信ネットV ークを利用した学術研究41





） コミュニケーションには情報発信と情報受信の2 つがあろ うが，本稿では情報
発信の記録 のみを用いて分 析を 行なっている。 このこと は最終節でも 述べてい
る。7
）PC-VAN ではXMODEM プロト コルと呼ばれる 通信方式でプロ グラムや図
表デ ータを 送受信することができる。これは伝送時の誤りを なくす ように工夫 さ
れた方式であ る。モのため簡単な通常の入力方式よりも操作が複雑である。8
） たとえば，ただひとつのテーマに限って討論会を行ない，しか も年 間にわずか
なミイーティングを開催するといったネット ワーク利用も考えられる。
